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2025年度
支援部 事業報告
支援部は、法人の核を担う部署となります。
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１－１－１ 令和７年度 親子交流支援状況
令和７年度支援実績（2025年4月~2026年3月) 年間支援件数 :   1113件

別居中ならびに離婚した父母が未成年者を
養育する親子交流の支援を行った回数は次
の通りである。

連絡調整型:366回
受け渡し型:263回
付き添い型:366回
オンライン型:67回
情報連絡支援:６回
Raeru見守り型45回 計1113回となった。

1ｰ１ 親子交流支援
親子交流支援を継続実施した。
高葛藤事案、DV懸念事案、⾧期未交流事案等、多様なケースに対応し、子どもの安心・安全を最優先として支援を実施した。
また、支援過程においては、単なる交流実施に留まらず、子どもの気持ちへの配慮、父母双方の不安軽減、関係調整を重視し
た支援を行った。
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１－１－２ 年度別の親子交流支援数の比較（2017年度～2025年度）
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• 2021年１月９日から３月22日までコロナのため、受渡し型・付き添い型支援中止
• 2021年４月25日から６月20日までコロナのため、受渡し型・付き添い型支援中止
• 2022年７月８日から８月22日までコロナのため、受渡し型・付き添い型支援中止
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１－１－４ 年度別の親子交流支援チーム数の比較（2021年度～2025年度）

2025年度は、201チームの親子が親子交流支援を利用されました。
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１－１－３ 親子交流支援のチーム数
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１－２－１ 年度別の受理面談数の比較（2021年度～2025年度）
2025年度は、115名が親子交流支援の利用を希望されました。

令和７年度は、受理面談の在り方について見直しを行った。従来の契約・重要事項説明中心の面談から、利用者の不安軽減
及び安心形成を重視した傾聴型面談への移行について検討を進めた。
また、高葛藤事案増加を背景として、
• 支援品質の標準化
• 支援限界の整理
• チーム支援体制
• スタッフ育成
等について議論を進めた。

１－２ 受理面談
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1ｰ３ 2025年度埼玉県親子交流支援事業
https://npo-visit.net/saitamasupport

１－３－２ 埼玉県面会交流支援事業業務の月別支援回数

問合せ数:5件 相談件数:7件 受理面談:1件
１－３－１ 埼玉県面会交流支援事業業務の実施状況

埼玉県内に居住する子の同居親、又はその子の県内外に居住する別居親の親子交流を支援しています。
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１－５ ハーグ条約支援対応（外務省認定）
びじっとは、外務省のハーグ条約に関する親子交流支援事業の
対象機関に認定されています。

2025年度は、ハーグ条約支援からの支援依頼は、1件でした。

世界的に人の移動や国際結婚が増加したことで、1970年代頃から、一方の親による子の連れ去りや監護権をめぐる国際裁判管轄の問題を解決する必要
性があるとの認識が指摘されるようになった。
そこで、1976年、国際私法の統一を目的とする「ハーグ国際私法会議（HCCH）」（オランダ／1893年設立）は、この問題について検討することを
決定し、1980年10月に「国際的な子の奪取の民事上の側面に関する条約（ハーグ条約）」を採択した。2022年11月現在、世界103か国がこのハーグ
条約を締結している。（締約国一覧（PDF） ）
なお、ハーグ条約とは、HCCHで採択された30以上の国際私法条約の総称を指すこともあるが、ここでは「国際的な子の奪取の民事上の側面に関する
条約」のことを「ハーグ条約」と表記することにする。
https://www.mofa.go.jp/mofaj/fp/hr_ha/page22_000843.html

子の利益を守る
「ハーグ条約」とは?

国境を越えた子の連れ去りは、子にとって、それまでの生活基盤が突然急変するほか、一方の親や親族・友人との交流が断絶され、また、異なる言語
文化環境へも適応しなくてはならなくなる等、有害な影響を与える可能性があります。
ハーグ条約は、そのような悪影響から子を守るために、原則として元の居住国に子を迅速に返還するための国際協力の仕組みや国境を越えた親子の面
会交流の実現のための協力について定めています。
https://www.mofa.go.jp/mofaj/fp/hr_ha/page22_000843.html

ハーグ条約の仕組み

当事者間で親子交流支援事業の対象機関リスト（PDF）の中から利用する面会交流支援機関を決定した上で、まずは日本の中央当局にメールあるいは
電話でご連絡ください。当事者間で連絡を取ることが困難な場合には、日本の中央当局として双方の意向を伺いつつ仲介を行うことも可能ですので、
ご相談ください。
なお、支援対象となっていない面会交流機関を活用する場合であっても、一定の条件を満たす場合には、日本の中央当局による費用負担が可能な場合
もありますので、ご相談ください。
https://www.mofa.go.jp/mofaj/fp/hr_ha/page22_001008.html

日本の中央当局による親
子交流支援事業の利用の
仕方
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令和７年度:支援部ふりかえり
― 過去最大支援と支援体制再構築の一年 ―

2025年度は、親子交流支援件数1113件、支援利用チーム数201チームと、創設以来最大規模の支援を実施
した年度となった。支援件数の増加は、親子交流支援の社会的必要性の高まりを示す結果となった一方で、
支援品質の維持、スタッフ育成、組織体制整備の重要性を改めて認識する一年となりました。

また、受理面談については、従来の契約・重要事項説明を中心とした運営から、利用者の不安軽減及び安心
形成を重視した傾聴型面談への移行検討を開始しました。

高葛藤事案やDV懸念事案の増加を背景として、支援品質の標準化、支援限界の整理、チーム支援体制、スタ
ッフ育成等について議論を進め、次年度以降の支援体制整備へ向けた基盤構築を行いました。
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2025年度
総務部 事業報告

総務部は組織全体に関する事務全般を扱う部署です。
その業務領域は非常に広く多岐にわたり、各部門を横断的にサポートしているからこそ
組織内を把握して、全体が連動した活動を行うことが可能となります。
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2025年度利用者アンケートを実施し、結果を公開しました。
https://npo-visit.net/archives/12747
――＜＜調査トピックス＞＞―――
①親子交流の不安が、支援利用で激減
②同居親と別居親で分かれる、交流の進展の実感
③親子交流をおこなう理由、第一位は「子どものため」
―――――――――――――――

２－１ 利用者アンケート調査
利用者アンケート調査は2022年度から始まり、毎年、利用者の皆さまのご協力のもと、調査を行っています。

調査方法

• 実施期間:2025年11月14日～2025年12月8日
• 実施方法:Webによる無記名アンケート
• 対象者 :びじっと支援利用者

（公式LINEアカウント登録者）:310名
• 回答者 :同居親42名、別居親41名:計83名
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■総務部はペアレントタイムかながわの窓口に寄せられた相談に対応しています。
神奈川県の支援団体情報を送付し、必要な方は個別相談に誘導しました。
毎月の神奈川県面会交流支援団体連絡会では他の支援団体と情報共有を継続して
います。

２－２ ペアレントタイムかながわ
神奈川面会交流支援団体連合会主催で、神奈川県の面会交流支援総合窓口「ペアレントタイム
かながわ」を立ち上げました。(2023/８/14)
https://parent-time.com

２－２－１ 第２回ペアレントタイムかながわイベント

ペアレントタイムかながわ主催のシンポジウムを開催いたしました。

【日時】2025年4月27日（日）10:45 ～ 17:00
【場所】横浜市役所 1階 アトリウム（横浜市中区本町6-50-10）
【参加費】無料
【主催】神奈川面会交流支援団体連合会ペアレントタイムかながわ
（一社びじっと・離婚と子ども問題支援センター／㈱Bonheur
BonheurShip／GUGEN Software株式会社）
【後援】横浜市子ども青少年局
【協力】NPO団体おとのか

横浜を子どもの笑顔でいっぱいに
～こんなのがあるんだ、親子で知るヨコハマ～
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２－２－１－１ 第２回ペアレントタイムかながわイベントの様子

本イベントのテーマは「こんなのがあるんだ、親子で知るヨコハマ」。横浜を拠点に、さまざまな角度から子どもや家庭を支
える支援団体が一堂に会し、親子で体験しながら学び・楽しめるプログラムが終日実施されました。

ステージでは、子どもたちによる素敵な発表が次々に行われ、実践者や
出展者によるトークセッション、支援内容や地域連携に関する具体的な
取り組みが共有されました。

会場では、スタンプカードを片手に出展ブースを巡り、「こんな支援もあ
るんだ」と支援内容に触れることができました。ブースエリアの隣には
「エンジョイスペース」も設けられ、絵本の読み聞かせやすごろく、工作、
けん玉など、親子でゆっくり過ごせる体験型コーナーも人気を集めました。

来場者数は810名(会場 800 名 オンライン10名)にものぼり、びじっと一
団体だけでは成し遂げられなかった、横の連携があったからこそ成し遂げ
られたイベントであったと心から感謝の思いでした!
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２－２－２ー１ 第３回ペアレントタイムかながわシンポジウム
離婚後も子どもが笑顔でいるために ～離婚後選択的共同親権施行を前にして～
https://parent-time3.peatix.com/view

「第3回ペアレントタイムかながわ」シンポジウムでは、「離婚後の親子関係」「親子交流」「養育計画」「親ガイダンス」
などをテーマに、国内外の専門家や支援の現場で活動する実践者が、わかりやすくお話ししてくださいました。
「選択的共同親権」制度の施行を前に、今こそ知っておきたい知識や視点を共有しながら、離婚後も子どもが笑顔でいられ
る関係づくりを、一緒に考える機会となりました。子どもにとって最善の環境とは何かを会場の皆さまと一緒に考えました。

日時:2025年10月4日（土） 13:30～16:30
場所:日本財団（東京・虎ノ門）2F大会議室 ＋Zoom（ウェビナー）
対象:当事者、支援者、弁護士、行政担当者、行政書士、ADR事業者、
調停委員など離婚後の子育てや親子交流・養育費に関心のある方ならど
なたでも

二宮周平 氏（立命館大学名誉教授）
宋賢鍾 氏（ソウル家庭法院 首席調査官）
小田切紀子 氏（東京国際大学 教授）
4つの支援団体によるパネルディスカッション

【主催】神奈川面会交流支援団体連合会ペアレントタイムかながわ
（一社びじっと・離婚と子ども問題支援センター／㈱Bonheur BonheurShip／
GUGEN Software株式会社）
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２－２－２ー２ 第３回ペアレントタイムかながわシンポジウムの様子

離婚前親ガイダンスの必要性
立命館大学名誉教授

二宮周平先生

韓国における親ガイダンスと
子の養育に関する協議書の作成～その実際

ソウル家庭法院 首席調査官
宋賢鍾先生

参加者150名（会場51名 オンライン99名）の方々に、ご参加頂きました。

諸外国の養育計画書と日本の現状
東京国際大学教授
小田切紀子先生

支援現場からみる親ガイダンス
共同養育の課題と工夫

司会・コーディネーター
家族のためのADRセンター

小泉道子先生
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２－3 びじっと定例会
5月、12月にびじっと定例会を開催しました。場所は横浜と東京を交互に開催しています。

２－３－２【第10回びじっと定例会】
日時:2025年12月6日(日）14:00-16:30
内容:
①各部からのお知らせ
②ワークショップ（事例検討・質疑）
③代表理事メッセージ
場所:東京ウィメンズプラザ

２－３－１【第９回びじっと定例会】
日時:2025年5月25日(日）14:00-16:30
内容:
①各部からのお知らせ 14:00-15:00
②グループディスカッション 15:00-16:00
• 親との離別を経験する子どもの気持ち
• 同居親、別居親それぞれの立場の気持ちとそれに対する対応
• 子の年齢・成⾧に伴う親子交流に起こりがちな変化ワークショップ
③代表理事メッセージ 16:00-16:30
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令和７年度:総務部ふりかえり
― 地域連携と社会基盤形成を進めた一年 ―

総務部では、利用者アンケート調査、ペアレントタイムかながわ運営、神奈川県面会交流支援団体連絡会
運営等を通じて、地域連携及び社会基盤整備を推進しました。

特に、第2回ペアレントタイムかながわイベントでは、横浜市後援のもと来場者810名を迎え、多様な支援
団体、行政、地域住民が連携する形で開催することができました。

また、第3回シンポジウムでは、共同親権制度施行を見据え、親ガイダンス、養育計画、離婚後支援をテー
マに議論を行い、親子交流支援を地域社会へ広げる取り組みを進めました。

2025年度は、支援実施団体としてだけではなく、地域連携を支えるハブとしての役割を担い始めた一年と
なりました。
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2025年度
総務部内 IT事業課事業報告
総務部内 IT事業課はIT環境を整え、利用者が安心して支援をうけられる体制
ならびに、スタッフが安心して支援できる体制を構築していく事業課です。

2026/5/26 一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援センター



３－１ BIPROGYグループ社会貢献クラブ「ユニハート」様からの支援

社内データ管理のICT化推進ができました。

BIPROGYグループ社会貢献クラブ「ユニハート」は、社員の自発的な社会貢献
活動の推進を奨励し、社会に貢献することを目的に2006年に設立された社内組
織です。会員は844名（2023年3月末日現在）。https://www.biprogy.com/
社員向け講演会の機会をいただきました。
• 2025/9/17 ユニハートのランチタイム講演で、「子育て支援で地域を巻き

込む!～神奈川・埼玉から全国へ～」をテーマに話をさせて頂きました。
• BIPROGYグループ社員がびじっとで活躍する姿もお伝え出来ました!

支援を支える、サポーターとしてご支援いただきました。
• 時間の捻出は今難しい、という方は、「びじっとサポーター（無料）」に登録してくださいました。
• 継続寄付サポーターになってくださった方もいらっしゃいました。

現場支援、プロボノスタッフとしてご支援いただきました。
• BIPROGYグループからは、現場支援、ITスタッフ、経理スタッフと様々な方がこれまでの組織経験を活かして活躍し

てくださっています。
• 2025年度はITスタッフの力で、管理ツールが開発できました!! スタッフ一同、とても感謝しています。
• 土日など、空いた時間で、ぜひみなさまもご支援ください。

情報管理システム構築
• 支援情報の管理システムを、Googleフォーム＋メール、からkintoneへ移行完了!
• BIPROGY社員さまをはじめとする強力プロボノスタッフの力で現場スタッフから大好評の情報管理システムが構築でき

ました。
• 有償版クラウドドライブ、公式LINE、ドライブチェッカーを活用し、利用者様の大切な個人情報をセキュアに管理して

います。
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令和７年度:総務部内IT事業課ふりかえり
― 属人的運営からシステム運営への転換を進めた一年 ―

IT事業課では、支援情報管理体制のICT化を推進しました。

従来のGoogleフォーム・メールによる管理から、kintoneを活用した情報管理システムへ移行し、
支援現場からも高い評価を得る体制を構築しました。

また、有償版クラウドドライブ、公式LINE、DriveChecker等を活用し、利用者の個人情報保護及
び情報セキュリティ体制を強化しました。

2025年度は、創業期における属人的管理から、組織的・継続的運営へ移行する基盤整備を進めた
一年となりました。
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2025年度
企画部 事業報告

企画部は以下の内容を担当しています。

法人向け寄付金プロジェクトの企画策定
• 法人からの継続的な寄付・支援の仕組みを構築し、利用者の負担軽減だけでなく、交流の場の

拡充や絆を深める場づくりの貢献を目指します。
• 支援依頼のための資料、アクセスリスト作成をします。

助成金・寄付金

助成金や補助金を獲得するということは、ただ金銭のやりとりだけではなく、団体の存
在意義を世の中に広く伝えていただけるチャンスでもあることを理解し、次年度も粛々
と申請を行ってまいります。



４－１ 2025年度寄付ならびに助成金の使用用途

頂いた寄付は、安心安全な面会交流支援ならびに、子ども真ん中な取り組みを実現するために、各部署が使用しております。

びじっとの活動に活用可能な補助金・助成金について、最新情報の収集を継続的に行いました。その結果、複数の申請を実施しました。2025年
度は採択には至りませんでしたが、申請プロセスを通じて今後の改善点や必要な準備事項を整理することができ、次年度以降の申請に向けた基盤
整備につながりました。

寄付者名金額項目
ユニハート

BIPROGY（株）
（2025.４～2026.３）

110,000• GoogleWorkspace×12か月分（総務部 IT事業課）
• DriveChecker×12か月分（総務部 IT事業課）
• LINE API×12か月分（総務部 IT事業課）
• Kintone×12か月分（総務部 IT事業課）
• 当事者コミュニティ運営（X・オープンスペース運営:支援部）

（YouTubeチャンネル運営:広報部）（当事者コミュニティ運営:結事業部）
• 利用者オンラインアンケート実施・広報（総務部・広報部）

１

第５回経済産業省事業再構築補助金
（2022/4/1～2023/６/19分）
「面会交流支援団体の運営支援

・立ち上げ支援事業」

1,020,000• びじっとグループ加盟する団体および個人に提示する事業規約を開発した。
（総務部・法務部）

 びじっとグループ利用規約
 びじっとグループ会員規程
 びじっとグループロゴマーク等利用ガイドライン
 びじっとシステムサービス利用規約
 支援サービス一覧_20260114

• 事業説明会を全国三か所で実施した。（企画部）
 びじっとグループ事業説明会チラシ:20251004東京
 びじっとグループ事業説明会チラシ:20251101大阪
 びじっとグループ事業説明会チラシ:20260214沖縄
• 事業説明会と個別説明会を、計15回開催した。

３

赤い羽根福祉基金2024年度事業助成
（2024/４～2025/３）

「多くの子どもが親子交流支援を受けられ
るための、小規模親子交流支援団体の

サポート体制構築事業」

4,840,000

2024年度
第４回東急子ども応援プログラム助成金

（2024.４～2025.３）
「子どものための親子交流促進事業」

1,000,000
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寄付者名金額項目
赤い羽根福祉基金2024年度事業助成

（2025.４～2026.３）
「多くの子どもが親子交流支援を受けられ

るための、小規模親子交流支援団体の
サポート体制構築事業」

5,050,000• 小規模な団体でも安心安全な面会交流支援ができるサポート体制を構築する。
（法務部・総務部・企画部）

 びじっとグループ事業説明会開催:20251004東京（企画部）
 びじっとグループ事業説明会開催:20251101大阪（企画部）
 びじっとグループ事業説明会開催:20260214沖縄（企画部）

４

2024年度
第４回東急子ども応援プログラム助成金

（2024.４～2025.３）
「子どものための親子交流促進事業」

1,000,000• 第２回「ペアレントタイムかながわ（横浜市連合会） シンポジウム」（総務部）
横浜を子どもの笑顔でいっぱいに～こんなのがあるんだ、親子で知るヨコハマ～

 春イベント開催費用 参加費

• 第３回「ペアレントタイムかながわ（横浜市連合会） シンポジウム」（総務部）
 秋イベント開催費用① 講師招致費
 秋イベント開催費用② 参加費

赤い羽根福祉基金2025年度事業助成
（2025.４～2026.３）

「多くの子どもが親子交流支援を受けられ
るための、小規模親子交流支援団体の

サポート体制構築事業」
びじっとサポーター（Give One）

（2025/1～12）
「お父さんにも お母さんにも会いたい!」

面会交流促進プロジェクト

161,500• 子どもの傾聴支援員育成（支援部）
• 子どもの傾聴無料化（支援部）
• 高負荷案件対応（支援部）
• 配置スタッフ相談対応、現場フォローを実施（支援部）
• 支援部運用整理（支援部）
• 配置スタッフ運用整理（支援部）
• 緊急対応ルール整理（支援部）
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主な助成金団体2019年からの助成金による実施事業
【第20回】神奈川県夢コーポ
市民活動応援プログラム賛助金(2019年)

• 面会交流支援団体の運営事業継続中

「かながわボランタリー活動推進基金21」
令和元年度ボランタリー活動奨励賞（2020年）
住友生命第14回「未来を強くする子育てプロジェクト」
スミセイ未来賞（2021年）
かながわ子ども・子育て支援大賞を受賞（2021年）
BIPROGY(株)グループ社会貢献クラブ「ユニハート」（2021年～）
一般財団法人創発プラットフォーム「創発マザー募金」
（新型コロナウイルス関連支援）（2020年）

• オンライン面会交流支援を構築

かながわ基金２１補助金事業（2021～ 2023年度）• 子どものための紛争解決モデル事業（完）
第５回経済産業省事業再構築補助金（2023年度）• 面会交流支援団体の運営支援・立ち上げ支援事業継続中

• 面会交流支援団体全国アンケート調査実施（完）
• 「ペアレントタイムかながわ」主催シンポジウム（定期/年） 赤い羽根福祉基金助成事業（2024年度～2026年度）

東急子ども応援プログラム助成事業（2023年度～2024年度）• 神奈川県面会交流支援団体連絡会設立（完）
• 神奈川県面会交流支援団体連合会設立（完）
• 面会交流総合窓口「ペアレントタイムかながわ」開設（完）
• 「ペアレントタイムかながわ」主催シンポジウム開催・継続中（定期/年）
• YouTube びじっと☆チャンネル開設・運営中
• びじっと支援利用者アンケート調査実施（定期/年）
• 利用者アンケート調査結果の分析を通して面会交流支援の意義を伝える広報活動中
• 「親子交流ガイダンス」「支援卒業の支援」プログラム開発中

赤い羽根福祉基金助成事業（2024年度～2026年度）

４－２ 助成金による実施事業
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４－３ 赤い羽根福祉基金2025年度事業助成の助成先団体
「赤い羽根福祉基金」は、制度の対象外でありながら求められるニーズへの対応、新たな社会資源の創出、
ニーズに即し分野を超えた対応、全国的・広域的な広がりが期待される事業、複数の団体・関係機関との連
携・協働事業や活動などへの助成を通じて、社会課題の実態を明らかにするとともに、これらの事業や活動
に賛同・共感いただく企業・団体や個人の皆さまからの寄付により、運営を行います。
https://www.akaihane.or.jp/kikin/#07

助成事業概要
小規模な団体でも安心安全な面会交流支援ができるサポート体制を構築する。
「面会交流が当たり前の社会」を目指し、ひとりでも多くの子どもが面会交流
支援を受けられる社会状況を確立する。

具体的には日本全国に面会交流支援を広めるために、小規模面会交流支援団体
のサポート体制を構築し、面会交流支援団体の立ち上げ・運営のサポートを通
じて、面会交流支援の受け皿の拡大を目指す。

また、それらの団体をつなぐネットワーク構築を行い、事業者間の情報交換や
交流、研修や勉強会を実施し、面会交流支援団体を全国に波及させる。

昨年度に引き続き、びじっとは以下の事業を構築するための事業助成先団体に選出されました。
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開催日時:2025年10月4日 10:00-12:00
タイトル:「私たちと一緒に親子交流の輪を広げませんか? びじっとグループ説明会」
会 場:表参道ウィメンズプラザ
参加人数:24名
対 象:親子交流支援に関心のある方

説明会の目的
びじっとグループに関心のある方に対して、
グループの支援内容の理解を深めて頂き、加入につなげる
支援団体の役割や現場の声を共有し、支援の輪を広げる

プログラム内容
• 親子交流とは（離婚後の子どもを取り巻く課題） 代表理事 古市
• 親子交流支援について 代表理事 古市
• 家裁から見た支援団体の必要性 立川家裁調査官 町田隆司先生
• びじっとグループの紹介 代表理事 古市
• 支援現場の視点（スタッフの声） びじっとスタッフ

４－３－１ びじっとグループ東京説明会

岡野あつこ先生(夫婦問題研究家)町田隆司先生(立川家裁調査官) ぶらっくさむらいこと武内剛監督
(芸人・映画監督) 
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説明会の目的
びじっとグループに関心のある方に対して、グループの支援内容の理解を深めて頂き、加入につなげる
支援団体の役割や現場の声を共有し、支援の輪を広げる

プログラム内容
１．親子交流支援の必要性について（二宮周平立命館大学名誉教授）
２．親子交流とは（離婚した子供を取り巻く環境の課題（代表理事:古市理奈）
３．びじっとグループについて（理事:阿部麻里）
４．支援現場の視点から（びじっとスタッフ）
５．当事者から支援の立場になって（ハッピーシェアリング 築城）

４－３－２ びじっとグループ大阪説明会
開催日時 2025年11月1日 13:30-16:30
タイトル:「私たちと一緒に親子交流の輪を広げませんか?

びじっとグループ説明会 」
会 場:大阪 梅田パシフィックビルディング５F
参加人数:23名
対 象:親子交流支援に関心のある方
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４－３－３ びじっとグループ沖縄説明会
開催日時 2026年02月14日 13:30-16:30
タイトル:「私たちと一緒に親子交流の輪を広げませんか?

びじっとグループ説明会 」
会 場:沖縄産業支援センター 大会議場
参加人数:９名
対 象:親子交流支援に関心のある方

説明会の目的
びじっとグループに関心のある方に対して、グループの支援内容の理解を深めて頂き、加入につなげる
支援団体の役割や現場の声を共有し、支援の輪を広げる

プログラム内容
１．親子交流支援の必要性について（二宮周平立命館大学名誉教授）
２．親子交流とは（離婚した子供を取り巻く環境の課題（代表理事:古市理奈）
３．びじっとグループについて（総務部⾧:古川玲子）
４．支援現場の視点から（びじっとスタッフ）
５．当事者から支援の立場になって（NPO法人わらび 新垣輪代表理事）



５－１ かながわボランティアフェスタ
「かながわボランティアフェスタ」は、基金21の助成を受けた様々な分野のボランタリー団体が、活動
する分野の垣根を越えて、相互に連携・協力しながらその活動を広く社会に発信するイベント。
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/u3x/f5258/volunteerfesta_kanagawa.html
https://www.k-vol.net/

2026年2月20日～21日 かながわ県民センター
パネル展示及びワークショップ実施しました。他団体とともにイベントを盛り上げ、交流
を行いました。
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2026年2月21日（土）
ボラフェスの後に親子交流支援を終えたスタッフが合流してスタッフ交流会を兼ねたお疲れ様打ち上げをしました。

びじっとのスタッフ登録人数は、133人（2026年5月時点kintone調べ）
会社員が半数以上、学生は1/6くらい、主婦10％が、支援現場で活躍されています。

しかし、支援現場は関東一円。スタッフ同士が交流することも、なかなか難しいので、こうしたスタッフ交流会を定期的に開
催したいと思い、トライアル開始してみました。

支援現場で顔を合わせている人もいれば、はじめましての人もいて、普段の現場のリアルな声を聴けました。
びじっと定例会とは、また違う、素顔が見えた気がします。
利用者の方々の安心安全、支援スタッフの安心安全を守るためには、こうした交流会の重要性を感じました。

６－１ スタッフ交流会
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令和７年度:企画部ふりかえり
― 全国展開に向けた基盤整備の一年 ―

企画部では、助成金事業、寄付事業、びじっとグループ事業を中心に活動を行いました。
びじっとグループ説明会を東京・大阪・沖縄で開催し、全国への親子交流支援の展開に向けたト
ライアルを開始しました。

また、びじっとグループ利用規約、会員規程、ロゴ利用ガイドライン、システム利用規約等を整
備し、支援団体ネットワーク形成に向けた制度整備を進めました。

2025年度は、「びじっと単体」の活動から、「びじっとグループ」として全国へ支援を広げる
ための第一歩となる一年でした。
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2025年度
企画部内 結事業部事業報告

結事業部は以下の内容を担当しています。

2026/5/26 一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援センター

結事業部では、利用者向けイベントとして
①子どもたち交流会
②同居親交流会
③別居親交流会
を企画して実行しております。
びじっとと利用者の信頼性を高め、
子どもたちの意見表明を支援することを目的としています。

2009年から定期的に行っていた「両親の離婚を経験する子どもたちの遊び場～ 結yui ～」の活動が、2020年よりコロナ禍の影響を
うけて、休止。2025年にリニューアルオープンし、トライアルスタートしました。
今年度は、企画部内の結事業部よして活動を行うこととなりました。



備考活動内容年月日
場所:場所:NPO法人こあら村（東急池上線千鳥町駅徒歩4分）
時間:11:00~15:00
参加者:３名（４歳～８歳）

子どもたち交流会
クリスマス会＆お菓子リュックサック作り2024/12/14第1回

（トライアル）

場所:場所:NPO法人こあら村（東急池上線千鳥町駅徒歩4分）
時間:11:00~15:00
参加者:１名

同居親交流会2024/12/14第1回
（トライアル）

場所:新橋
時間:18:00～21:00
参加者:５名

別居親交流会2025/05/17第1回
（トライアル）

場所:大法寺（千葉県⾧生郡⾧生村岩沼1031）
時間:12:00～17:00
参加者:８名（４歳～13歳）

子どもたち交流会
救急救命講習＆BBQ2025/06/01第2回

場所:大法寺（千葉県⾧生郡⾧生村岩沼1031）
時間:12:00～17:00
参加者:５名

同居親交流会2025/06/01第2回

場所:新宿
時間:18:00～21:00
参加者:４名

別居親交流会2025/08/30第2回

場所:横浜市技能文化会館
時間:11:00~16:00
参加者:10名（０歳～16歳）

子どもたち交流会
クリスマス会＆アドベントカレンダー作り2025/11/30第3回

場所:横浜市技能文化会館
時間:11:00~16:00
参加者:７名

同居親交流会2025/11/30第3回

７－１ 結事業部活動記録
2025年にリニューアルオープンし、トライアルスタートした結事業部の活動記録です。

2026/5/26 一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援センター 34



備考活動内容年月日
場所:日本橋
時間:18:00～21:00
参加者:４名

別居親交流会2025/12/06第3回

場所:渋谷
時間:18:00～21:00
参加者:４名

別居親交流会2026/04/11第4回
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７－１－１ 子どもたちの交流会

７－１－１－１ 第２回子どもたちの交流会
場所:大法寺（千葉県⾧生郡⾧生村岩沼1031）
時間:12:00～17:00
参加者:８名（４歳～13歳）

2026/5/26 一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援センター
2026/5/26 一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援センター
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７－１－１－２
第３回子どもたちの交流会
場所:横浜市技能文化会館
時間:11:00~16:00
参加者:10名（０歳～16歳）
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７－１－２ー１ 子どもたちの交流会アンケート
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７－１－３ 同居親交流会

７－１－３－１
第２回同居親交流会
場所:大法寺
時間:12:00～17:00
参加者:８名

７－１－３－２
第３回同居親交流会
場所:横浜市技能文化会館
時間:11:00~16:00
参加者:7名
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７－１－５ 別居親交流会
７－１－５－１
第１回別居親交流会
2025/5/17
場所:新橋
時間:18:00～21:00
参加者:５名

７－１－５－２
第２回別居親交流会
2025/08/30
場所:新宿
時間:18:00～21:00
参加者:４名
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７－１－５－３
第３回別居親交流会
2025/12/06
場所:日本橋
時間:18:00～21:00
参加者:４名

７－１－５－４
第４回別居親交流会
場所:渋谷
時間:18:00～21:00
参加者:４名

共同親権制度が施行されて、何か心境の変化はあるか
と問われれば、という、別居親さんならではのお気持
ちが聴けた回でした。



７－２「両親の離婚を経験する子どもたちの遊び場～ 結yui ～」過去活動記録（2009～2019）
備考活動内容年月日

場所:千葉市ハーモニープラザ内 千葉市女性センター研修室Ａ２
時間:13:00～16:00
参加者:女性１名（離婚した両親の人生に振り回された子どもの立場）

「離婚家庭の子どもの援助」（同文書院:2008年発刊）
冊子を使用して、ロールプレイングを行う。2009/07/12第１回

場所:板橋区立グリーンホール４０１会議室
時間:13:20～16:20
参加者:男性１名（離婚した両親の人生に振り回されなかった子どもの立場）

「離婚家庭の子どもの援助」（同文書院:2008年発刊）
冊子を使用して、ロールプレイングを行う。2009/08/22第２回

場所:大法寺（千葉県⾧生郡⾧生村岩沼1031）
時間:13:20～16:20
参加者:10名（びじっと利用者1歳～13歳）

夏野菜の収穫＆BBQ2012/07/15第３回

場所:ユニコムプラザさがみはら
時間:14:00～19:00
参加者:2名（びじっと利用者５歳・７歳）

クリスマス会2014/12/23第４回

場所:びじっとのおうち（文京区）
時間:13:00～17:00
参加者:８名（びじっと利用者１歳～11歳）

料理教室＆パーティー2017/03/05第５回

場所:びじっとのおうち（文京区）
時間:13:00～17:00
参加者:８名（びじっと利用者１歳～11歳）

料理教室＆パーティー2017/04/16第６回

場所:びじっとのおうち（文京区）
時間:13:00～17:00
参加者:８名（びじっと利用者１歳～11歳）

料理教室＆パーティー2017/06/03第７回

場所:慈恩寺果樹園(埼玉県さいたま市岩槻区慈恩寺)
時間:10:00～15:00
参加者:９名（びじっと利用者１歳～12歳）

夏野菜の収穫＆BBQ2018/07/16第８回

場所:大法寺（千葉県⾧生郡⾧生村岩沼1031）
時間:13:20～16:20
参加者:19名（大法寺子ども会＋びじっと利用者1歳～13歳）

大法寺子ども会＋びじっと合同 海の日プロジェクト
救急救命講習＆BBQ2019/07/15第９回
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令和７年度:企画部内結事業部ふりかえり
― 居場所づくりの再始動となる一年 ―

結事業部では、コロナ禍で休止していた「両親の離婚を経験する子どもたちの遊び場～結yui
～」を再始動しました。

子ども交流会、同居親交流会、別居親交流会を実施し、親子交流支援の先にある居場所づく
り、つながりづくり、意見表明支援へ向けた取り組みを開始しました。

また、大法寺（代表理事が住職を勤める寺院）での交流会や救急救命講習、BBQ等を通じて、
子ども同士、父母同士の交流機会を創出しました。

2025年度は、支援終了後も孤立しないための居場所づくりへ向けた第一歩となる一年でした。
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2025年度
広報部 事業報告

広報部は、社会における親子交流の認知度を向上させるための活動をしています。
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８－１ 外部団体交流・勉強会・研修

面会交流支援団体と行政･家裁との連携 ～離婚後選択的共同親権制施行に向けて～

【日時】 2025年10月５日（日）13時30分～17時00分
【場所】 立命館大学朱雀キャンパス203号教室（京都市中京区 西ノ京 朱雀町１）
【開催方法】 対面＆オンライン（ZOOM）
【プログラム】
挨拶と活動報告、企画趣旨 ACCSJ事務局
第１部 面会交流を支える家裁と行政～韓国から学ぶ

宋 賢鍾氏（ソウル家庭法院首席調査官）
第２部 面会交流支援団体と地方自治体、家裁との連携

１. 地方自治体による親子交流支援事業委託の広がり
亀井 美早子氏（非特定営利活動法人面会交流支援センター香川理事⾧）

２. 神奈川面会交流支援団体連合会による取組み
古川 玲子氏（一般社団法人びじっと･離婚と子ども問題支援センター総務部⾧）

３. 家裁との関係作り～支援団体と家裁の協力関係、家裁への要望
二宮 周平（立命館大学名誉教授、ACCSJ代表理事）

設立周樹団体名称

面会交流は、離別した親子のあり方を示す重要な法的関係である。
しかしながら、高葛藤の父母にとって、また、高葛藤でない父母にとっても、離別に至る葛藤期間を経てなされる面会
交流には困難が伴う。子育てに社会的支援が必要なように、父母の離別においても、子の福祉の観点から社会的支援が
必要である。日本各地で、その必要性が認識され、任意団体や市町村による支援がなされ始めているが、その支援の公
益性を示すためには、支援団体の適正を示す一定の基準や支援の質の確保が必要である。
そのため、面会交流支援団体をの適性を示す基準を作成し、その基準を満たす団体を認証する制度の構築する団体とし
て、一般社団法人「面会交流支援全国協会（以下、ACCSJ〔Association for Child Contact Support、 Japan〕）」は、
2019年に設立された。

一般社団法人
面会交流支援全国協会(AccsJapan)

〔Association for Child Contact Support、
Japan〕

８－１－１ ACCSJ 2025年秋の公開シンポジウム
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８－１－２ ACCSJ研究会

ACCSJ研究会趣旨団体名称

面会交流支援研究会とACCSJは、会員向けに開催予定の研究会を合同し、「ACCSJ研究会」として新たにスタート
することになりました。
本研究会は、子どもの権利を守り、安全で安心な面会交流を実現するために、学びあいながら、よりよい面会交流支
援を目指すことを目的としています。

一般社団法人
面会交流支援全国協会(AccsJapan)
〔Association for Child Contact Support、Japan〕

「面会交流支援が困難だった事例」
【日時】2025年7月19日（土）14時～（約3時間）【場所】オンライン開催（zoom）
【プログラム】
◆第1部:事例検討「面会交流支援が困難だった事例」

進行・監修:小田切紀子（東京国際大学・教授／臨床心理士・公認心理師）
ACCSJが設定したテーマに基づき，具体的な事例を用いて検討を行います。

◆第2部:事例を通じて共に考える
ACCSJ認証を取得している会員団体から支援報告をいただき，よりよい支援を目指して意見交換を行います。

「親子交流の試行的実施と面会交流支援団体～改正法への対応を考える」
【日 時】 2026年１月12日（月・祝日）14:00～17:00 【参加方法】 オンライン（Zoom開催）
【プログラム】
第１部:改正法の趣旨，仕組みと課題

14:05～14:40 報告 二宮 周平（立命館大学名誉教授，ACCSJ代表理事）
14:40～15:00 質疑

第２部:調停中の支援，試行的面会交流の受入れの実情
15:10～16:10 面会交流支援団体の報告

にじいろ面会交流支援:渡邉祥子氏
面会交流支援センター香川:小笠原由子氏
札幌おやこ面会交流の会〔あやの会〕:松岡あい氏・吉田浩氏
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８－１－３ 日本離婚・再婚家族と子ども研究学会 第8回大会（ハイブリッド）

大会日時:2025年9月27日（土）—28日（日）
開催場所:大正大学巣鴨キャンパス
大会テーマ:ステップファミリーと日本社会の家族観
開催方法:会場における対面参加とオンラインを併用した参加のハイブリッド型

基調講演「ステップファミリーがうまくいくためには－家族に関わる専門職への提言－」
講 演 者 ｜ ローレンス・ギャノン （米国・ミズーリ大学名誉教授）
司 会 ｜ 野沢慎司 （明治学院大学）
通訳者（質疑応答）｜ 大西真美 （杏林大学）

大会シンポジウム「ステップファミリーと日本社会の家族観 」
シンポジスト｜ 直原康光（大阪大学）
「ステップファミリーにおける親と子の適応－心理学・社会 学的な観点からの国内の研究を踏まえて－」
シンポジスト｜ 菊地真理（大阪産業大学）
「ステップファミリーにおける「効果的な共同養育」とは－成人継子インタビュー調査からの示唆－」
シンポジスト｜ ローツ マイア（東北大学）
「ステップファミリーに関わる法制度と家族観－カナダと日本の比較検討－」
コメンテーター｜ 緒倉珠巳（SAJ ステップファミリー・アソシエーション・オブ・ジャパン）
司 会｜ 野沢慎司（明治学院大学）、原田綾子（名古屋大学）

設立趣旨団体名称
日本離婚・再婚家族と子ども研究学会（The Japanese Association for Research on Children of Divorced 
Families and Stepfamilies）は、2018年4月に設立された。

離婚・再婚家族への適切な支援のあり方を念頭におきながら、特に子どもの養育問題に着目し、子どもの意思へ
の配慮、及び利益の尊重と福祉の増進の実現を目指して、本研究学会は発足された。

本学会の構成メンバーは法学者、心理学者、社会学者、弁護士、面会交流支援者、福祉関係の実務家、 家庭裁判
所調査官など、じつに多種多様、雑多な構成となっている。きわめて学際的な色彩の強い学会ということとなる。

日本離婚・再婚家族と子ども研究学会

（The Japanese Association for Research on 
Children of Divorced Families and Stepfamilies）
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８－１－４ 子どもアドボカシー学会 第4回研究大会2025 in 愛知
2025年8月23日（土）13:00～17:30 ＋情報交換会
2025年8月24日（日）09:15～15:30
場所:金城学院大学
開催形態:対面／オンライン配信（Zoomライブ配信＋自由研究のアーカイブ配信）
- - - - - - - - - - - - - - - - - -
1日目
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
• 第1会場:入門セミナー「独立専門アドボカシ―ってなに～市民団体と行政が連携した

意見表明等支援事業の進め方～」
• 第2会場:自由研究発表①
• ユース企画「すべての子どものアドボカシー～すべてのこどもって?もしかしてあな

たも?～」
• 情報交換会
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2日目
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
• 第1会場:実践報告「多様な場におけるアドボカシーの可能性」
• 第2会場:自由研究発表②
• 特別報告「会議支援アドボカシーとは?～英国視察と日本の新たな取り組みから」
• 記念講演「当事者研究と子どもアドボカシー」
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川崎市立看護大学サービスランニング 論Ⅰ 
2025年10月27日(月)
授業時間:10:40～12:20
・びじっと・離婚と子どもの問題支援センターの活動内容
・参加者の力を引き出す工夫、活動推進の工夫など

川崎市立看護大学の一年生100名の前で、代表の古市が講師
を務めさせていただきました。

８－１－５ 川崎市立看護大学



８－１－６自治体事業委託、自治体後援、省庁事業認証、弁護士会、議員関連
2025/04/27ペアレントタイムかながわ第2回シンポジウム横浜市子ども青少年局【後援】
2025/06/29１dey生活支援セミナー:子どものための親子交流講座講師川崎市
2025/07/24埼玉県庁職員向けオンラインセミナー講師埼玉県
2025/11/07東京弁護士会セミナー:弁護士・DV相談担当者向けセミナー講師川崎市
2025/11/18川崎市議勉強会講師（オンライン）川崎市
2025/12/11横浜市女性福祉相談員研修講師横浜市
2026/01/16養育計画書推進委員会勉強会講師養育計画書推進委員会
2026/02/18「離婚前後の親講座」講師横浜市（ひとり親サポートよこはま）

2026/5/26 一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援センター 51



2026/5/26 一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援センター 52

令和７年度:広報部ふりかえり
― 実践知を社会へ発信した一年 ―

広報部では、学会、研究会、大学講義等を通じて、親子交流支援の実践知を社会へ発信しま
した。

ACCSJシンポジウム、研究会、日本離婚・再婚家族と子ども研究学会、子どもアドボカシー
学会等への参加を通じて、現場支援と研究・制度との連携を深めました。

また、川崎市立看護大学において講義を行い、次世代育成及び地域連携にも取り組みました。

2025年度は、支援現場の知見を社会へ還元し、親子交流支援の理解促進を進めた一年となり
ました。
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2025年度
法務部 事業報告

法務部は、法人運営の土台となる部署。
ADR機関の役割も担います。
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• 2024年度事業報告及び決算の承認2025年度事業計画及び予算の承認理事及び監事の任期
満了に伴う改選に関する件(役員全員重任登記）

• 定時社員総会2025/6/11

2025年度の理事会会議は、
• 次世代へどう渡すか
• 組織をどう残すか
• 理念をどう言葉にするか
• 属人性をどう超えるか
が中心テーマになっていた。
「創業から継承へ」に変わった。

理事会2025/4/2
5/15
5/28
6/26
9/10
11/4

2026/2/26
• 定期ステップアップを追加・スタッフ実費精算のみの記載にした
• 「スタッフが解しない言語」を追加8/5 住所秘匿の会話の注意
• 子に対する緊急対応
• 傾聴指示を追加・キャンセル規程に特別事情を追記・キャンセル規程(4)(5)の文言の変更
• 同席者規程の追加2026/3/9 訴訟等利用禁止の変更3/16 前記訂正

ルールの変更2025/4/1
5/1
9/1 

11/25
12/24

出張旅費規程の変更2025/11/25
賃金規程の変更2025/12/10
埼玉委託の契約書チェック

９－１ 2025年度法務業務
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９－２ー１ ADRくりあの調停年度別申立て数
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９－２ ADRくりあ
ADR事業においては、父母間の合意形成支援を継続実施しました。
共同養育計画書作成支援、親子交流調整、父母間協議支援等を通じ、離婚後の継続的養育環境整備に取り組みました。
また、共同親権制度施行を見据え、支援内容の整理及び発展的検討を進めました。
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９－２ー２ ADRくりあの調停年度別申立て数 ９－２－３ ADRくりあの調停回数（2019～2025）
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だいたい、どのくらいの調停回数で終結できるかの目安。

９－２－４ ADRくりあの紛争解決手続（不応諾を除く。）の所要期間 （2025）
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2026/5/26 一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援センター 56



９－２－５ ADRくりあの終了理由

和解成立:和解調書作成に至った。

調停中の取り下げ・離脱:
• 話し合いの中で納得し、申立てを取り下げた。
• 申立てタイミングを再考することにした。
• 家裁の調停に切り替えることにした、などあり。

調停前の取り下げ:
期日開始前に問題が解決した等で取り下げられた。

不応諾:相手方が調停に応じなかった。

和解に至るものがどの程度かの目安。
なお、意味は以下の通りとなる。

成立

調停中の

取り下

げ・離脱

調停前の

取り下げ
不応諾 継続中 その他

2019年度 0 5 1 1 1 0

2020年度 0 1 0 3 3 0

2021年度 1 0 2 1 2 0

2022年度 1 0 2 2 2 0

2023年度 1 3 0 2 0 0

2024年度 1 1 0 0 0 1

2025年度 1 1 0 2 0 1

0
1
2
3
4
5
6

９－２－６ 2025年度認証紛争解決手続の実施状況
申立件数:7件
応諾件数:6件、和解件数:1件、取下件数:2件（協議成立）、その他:1件
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ADRを利用して、親子交流と並行しながら、共同養育計画書を
作成することも可能です。
https://npo-visit.net/adrclear2

９－２－７ 子どものための合意形成支援

ADRくりあ

支援現場

親子交流支援団体は時間をかけて利用者と信頼
関係を構築していき、その信頼関係が早期解決
につながります。

親子交流支援団体のスタッフと弁護士の
2名一組が調停員となります。
弁護士の法的な視点と支援団体の支援現
場と連携して早期紛争解決を目指します。
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令和７年度:法務部ふりかえり
― 創業から継承へ移行した一年 ―

法務部では、理事会運営、規程整備、ADR事業運営を行いました。

2025年度理事会では、
・次世代へどう渡すか
・組織をどう残すか
・理念をどう言葉にするか
・属人性をどう超えるか
を中心テーマとして議論を行いました。

また、各種運営規程、緊急対応ルール、賃金規程等の整備を進め、組織基盤強化を実施しました。

ADRくりあでは共同養育計画書作成支援、父母間合意形成支援を継続し、共同親権制度施行を見
据えた支援体制の整理を進めました。

2025年度は、「創業期」から「継承期」へ移行した一年となりました。



ふりかえり

2026/5/26 一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援センター 60



備考親子（面会）交流に関連する社会の動き年月日

元家庭裁判所調査官が中心FPIC（社団法人家庭問題情報センター・Family Problems 
Information Center）設立

1993年3月31日
1996年以降、相談事業の一環として面接交渉支援を実施
2004年以降法人の正式な事業として「面会交流援助事業」を開始
民間人が中心となった運営びじっと・離婚と子ども問題支援センター設立2007年８月１日
議員向けに国会勉強会を定期開催面接交渉連絡協議会設立2007年10月12日
第14回国会勉強会を最後に解散面接交渉連絡協議会解散2010年1月27日
社団法人から公益社団法人に移行FPIC（家庭問題情報センター）が公益社団法人に移行2011年６月１日
面会交流が明文化される「民法等の一部を改正する法律」

平成23年法律第61号により民法第766条が改正
2012年４月１日

『面接交渉』から『面会交流』へ法務省が面接交渉の名称を変更
ハーグ条約関連の面会交流支援を外務省が開始ハーグ条約（国際的な子の奪取の民事上の側面に関する条約）に日本

も締約国となる
2014年４月１日

法人化一般社団法人 びじっと・離婚と子ども問題支援センターと改定2014年10月20日
2018年からは毎年開催面会交流支援団体フォーラム初開催2015年11月29日
2019年より年2回程度開催面会交流支援研究会初開催2019年９月７日
2023年５月より認証開始一般社団法人面会交流支援全国協会（AccsJapan）設立2019年11月10日
2024年１月30日まで協議された法制審議会－家族法制部会2021年３月30日
『面会交流』から『親子交流』へ法務省が面会交流の名称を変更2024年４月１日
2024年4月19日参院本会議で審議入り離婚後の「共同親権」改正案 衆院本会議で可決2024年４月16日
参院本会議で成立する見通し。離婚後の「共同親権」改正案、参院法務委で可決2024年5月16日
2026年までに施行される離婚後の「共同親権」改正案、参議院本会議で可決・成立2024年5月17日
離婚後の親権が、単独だけではなく、共同も選択できるようになった。選択的共同親権制度が施行される。2026年4月1日
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助成団体年月日
【第20回】神奈川県夢コーポ 市民活動応援プログラム賛助金2019年11月28日

「かながわボランタリー活動推進基金21」令和元年度ボランタリー活動奨励賞を受賞2020年３月26日

一般財団法人創発プラットフォーム「創発マザー募金」（新型コロナウイルス関連支援）2020年５月19日

BIPROGY(株)グループ社会貢献クラブ「ユニハート」の寄付先団体に選出2021年３月14日

住友生命第14回「未来を強くする子育てプロジェクト」スミセイ未来賞2021年３月21日

「かながわボランタリー活動推進基金21」令和３年ボランタリー活動補助金対象新規事業に選出2021年３月28日

かながわ子ども・子育て支援大賞を受賞2021年12月９日

「かながわボランタリー活動推進基金21」令和4年ボランタリー活動補助金対象事業に継続選出2022年３月28日

BIPROGY(株)グループ社会貢献クラブ「ユニハート」の寄付先団体に選出2022年３月31日

第３回東急子ども応援プログラム助成対象に選出2023年３月５日

BIPROGY(株)グループ社会貢献クラブ「ユニハート」の寄付先団体に選出2023年３月14日

「かながわボランタリー活動推進基金21」令和5年ボランタリー活動補助金対象事業に継続選出2023年３月16日

第５回経済産業省事業再構築補助金2023年10月５日

第４回東急子ども応援プログラム助成対象に選出2024年２月28日

BIPROGY(株)グループ社会貢献クラブ「ユニハート」の寄付先団体に選出2024年３月14日
赤い羽根福祉基金 2024年度 事業助成の助成先団体に決定2024年３月30日
BIPROGY(株)グループ社会貢献クラブ「ユニハート」の寄付先団体に選出2025年３月14日
赤い羽根福祉基金 2025年度 事業助成の助成先団体に決定2025年３月30日
BIPROGY(株)グループ社会貢献クラブ「ユニハート」の寄付先団体に選出2026年３月14日
赤い羽根福祉基金 2026年度 事業助成の助成先団体に決定2026年３月30日
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自治体事業委託、省庁事業認証
2020/04/01～ADRくりあ（裁判外紛争解決サポート事業認証）法務省
2023/07/23～埼玉県面会交流支援事業埼玉県（自治体委託）
2024/04/01～ハーグ条約に関する面会交流支援事業の対象機関認証外務省
2025/03納品横浜市職員向け「ひとり親家庭支援研修eラーニング」横浜市
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親子交流支援では年間1113件、支援チーム数201チームと過去最多規模の支援を実施し、多
くの子どもと家族を支えることができました。支援件数の増加は、社会の中で親子交流支援
が必要とされていることを示すと同時に、支援の質、スタッフ育成、組織体制整備の必要性
を改めて示す結果ともなりました。
また、創設以来、当法人は親子交流支援を中心に活動を継続してきたが、 2026年度の選択
的共同親権制度施行を目前に控え、親子交流を取り巻く社会環境は大きく変化しています。
こうした中、びじっとは単なる支援実施団体に留まらず、行政、家庭裁判所、支援団体、
研究者との連携を広げ、親子交流支援の社会的基盤づくりに取り組みました。

2025年度は、ペアレントタイムかながわによる横浜市との連携、シンポジウム開催、全国
団体との交流、びじっとグループ説明会の開催など、「横のつながり」が大きく拡がった
一年でもありました。親子交流支援を必要とする子どもたちへ支援を届けるため、日本全
国への展開に向けたトライアルも始まりました。

一方、内部では、支援情報管理のICT化、ルール整備、スタッフ交流、人材育成など、組織基盤の整備を進めました。理事会では、
① 次世代へどう渡すか
② 組織をどう残すか
③ 理念をどう言葉にするか
④ 属人性をどう超えるか
が中心テーマとなり、創設以来続いてきた「創業期」から、「継承期」への移行が始まりました。
また、コロナ禍で休止していた「結 yui」が再始動し、子ども交流会、同居親交流会、別居親交流会を通じて、親子交流支援の先にある居場所づく
り、つながりづくり、意見表明支援へ向けた歩みも始まりました。

2025年度は、「つながり」と「継承」の一年であったと思います。
支援を広げるだけでなく、人と人、団体と団体、支援と地域、現在と次世代をつなぐ一年となりました。
今後も、子どもを真ん中に据えながら、親子交流支援、合意形成支援、子どもの意見表明支援、地域との連携、次世代育成を進め、ひとりでも
多くの子どもが安心して親子交流を行える社会の実現を目指してまいります。

2025年度は、びじっとにとって大きな転換期となる一年でした。
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2026年５月吉日
一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援センター

代表理事:古市理奈

2025年度が、「つながり」「継承」「準備」だったなら、
2026年度は、準備してきたものを社会に実装する年になるのではないかと思います。
１．共同親権制度施行元年
2026年4月、選択的共同親権制度が施行されました。これは親子交流支援団体にとって非常に大きい。これまでのように、「会わせる／会わせな
い」 「支援する／しない」 だけではなく、共同養育、養育計画、 親ガイダンス、合意形成、子どもの意見表明、予防的支援まで求められるよう
になります。つまり、「親子交流支援」から「共同養育支援」へ拡張する年。

２．子どもの意見表明支援元年
2025年度末の代表メッセージでも「子どもの意見表明支援」が次年度重点テーマとして示しました。
さらに、子どもアドボカシー学会参加、結事業再始動、子ども交流会、傾聴支援員育成も始まっています。
なので2026年度は「子どもの声を聴く」が実務になる年。

３．全国展開の実装
2025年度は、東京、大阪、沖縄でびじっとグループ説明会を開催しました。
2026年度は、「説明」から「実際の立上げ支援」へ進みます。赤い羽根助成も、小規模支援団体サポート体制構築が目的でした。
つまり、2026年度は、「全国へ広げる」が本格化。

４．支援品質標準化
2025年度は、緊急対応ルール、傾聴指示、子への緊急対応、同席者規程、運用整理が進みました。
2026年度は、これをさらに進め、子ども傾聴、高葛藤支援、支援卒業支援、親ガイダンスが体系化される年になると思います。

５．「結」と「みるふぃーゆ」の接続開始
2025年度は結が再始動しました。
2026年度は、親子交流後の居場所、子どもたちの交流、同居親交流、別居親交流、子どもの居場所へ進み、その先には、昨年度末に私が自坊を
利用して立ち上げた独立型子どもアドボカシーセンター・みるふぃーゆとも接続していく流れを見据えています。

2026年度は、「親子交流支援から、共同養育・子どもの権利・地域支援へ実装が始まる年」になると思います。
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